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これからの部活動・地域クラブ活動 

本校では、休日の部活動を地域クラブ活動（保護者クラブによる運営）として実施し

ています。令和２年に文部科学省から発出された部活動改革に関する通知に基づき、休

日の活動を保護者クラブによる運営に移行することに取り組んできました。これまでの

経緯と、今後の方向についてご説明します。 

令和３年４月からの４か月間、部活動育成会（各部の保護者代表）や社会人指導者連

絡会（各部のコーチ）、ＰＴＡ執行委員会、学校運営協議会（地域住民代表）など、様々

な組織と機会をとらえ、部活動の地域移行について協議してきました。その結果、休日

の部活動を地域クラブ活動（保護者クラブによる運営）とすることで合意し、令和３年

１０月から実施しています。    ＊ 美術部は、休日に活動しないことで合意しました。 

 

部活動育成会および保護者クラブの皆様、社会人指導者の皆様のご理解とご協力によ

り、部活動の地域移行が進展したことに感謝申し上げます。一方、今後の部活動を考え

たときに、心配なこともあります。それは、部員数の減少です。 

部員数の減少は大会参加にも影響するため、中学校体育連盟（中体連）では、集団ス

ポーツを対象に「合同部活動」として大会に出場することを認めてきました。この合同

部活動は、それぞれの学校に該当種目の部活動があることが前提です。したがって、学

校に該当種目の部活動がなければ、生徒は中体連主催の大会に参加できませんでした。

そこで、該当種目のない学校の生徒が、近隣の学校の部活動に参加する仕組みが新たに

作られました。これを「拠点校部活動」と呼びます。 

合同部活動も、拠点校部活動も、県中体連への申請と承認が必要ですが、これからは

こうした学校の枠を超えたチームが増えてくるでしょう。本校においても、部活動育成

会や社会人指導者の皆様と連携して、子どもたちの活動欲求を満たすために新しい仕組

みづくりを進めてまいります。 

校長 辻 伸之   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年５月１日 

岐阜市立島中学校 共に向上 

新型コロナウイルス感染症の対応について 

感染症法上の位置づけが５類相当に変わることを見据え、昨年度まで行ってい

た生徒玄関での体温確認等の対応を４月から休止しています。合わせて、マスク

の着用を個人の判断としたこと、家庭科の調理実習等の感染リスクの高い活動を

再開することなど、可能な範囲で通常の学校運営に戻していきます。 

なお、お子さんが新型コロナにり患した場合、または濃厚接触者となった場合

は、医療機関または保健所が指示する期間、出席停止となります。また、発熱や

咳など新型コロナの感染が疑われる症状についても、出席停止となります。 
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昨年１０月、文部科学省は「令和３年度の小・中学校における不登校児童生徒数が 244,940 人

（前年度 196,127人）で、過去最多となった。」という調査結果を発表しました。 

不登校の理由は多岐ですが、学校が生徒にとって少しでも安心

できる場所、心が安らげる場所であればと願っています。そこで、

不登校を生み出さない学校づくりを進めるために、生徒がくつろ

ぐコーナーを増やしたいと考えていること、そのために椅子やソ

ファーを提供いただきたいと学校だよりでお願いしました。 

早速、保護者や職員から提供いただき、東舍１階、北舎と南舎

２階に設置しました。休み時間、生徒たちがソファーに座って笑

顔で談笑する姿がたくさん見られます。ご提供いただいた皆様、

ありがとうございました。子どもがくつろぐコーナーを、まだま

だ増やしたいと考えています。ご提供いただける椅子やソファー

がありましたら、学校までご連絡ください。 

また今年度から、不登校の生徒、学級に入ることに抵抗を感じ

ている生徒が、心身の安定を計りながら、自分のペースで学

校生活ができる「あすなろ教室」を２つ設置しました。新た

に設置した「あすなろ２」の教室は、他の人との交流が苦手

な生徒や一人で静かに学習に向かいたい生徒が利用できる

教室です。パーテーションで区切られた個室に、机といすが

準備してあり、パーソナルスペースが確保できる部屋となっ

ています。  ＜不登校コーディネーター 小川 竜英＞ 
 
 
 

 

４月７日（金）に、新１年生１８８名を迎え、令和５年度入

学式を行いました。今年度は、保護者の参加は２名までとし、

式の後に教室で行われた学級活動については、密を避けるた

め、保護者の入室は１名としました。 

式の中では、辻校長が新入生に向けて２つの点について話

をしました。 

①「自分の命を大切にしましょう」 

新しい出会いを大切にし、困ったときは友だちや先生に相談して、心穏やかに生活していきまし

ょう。 

②「将来に夢をもてる人になりましょう」 

中学校生活での努力が夢に近づけてくれます。君たちには、無限の可能性があります。 

今年度の島中学校は、全学年が６学級となり、特別支援学級も１学級増えて２１学級となりまし

た。新たな体制でスタートした島中学校ですが、地域の皆様には、今年度も学校行事やボランティ

ア等でお世話になります。変わらぬご支援をよろしくお願いします。 
 

 


